
第５学年社会科学習指導案

１ 小単元名 ふやそう ハイブリッドカー ～これからの日本の車づくり～

２ 指導観

こんな子どもだから

○ 減農薬による米作りの学習を

通して，環境や消費者のニーズ

を考えた産業のあり方に関心が

高まっている。

（関心・意欲・態度）

○ 農家の人々は，消費者のニー

ズを考え，地形や気候をいかし

たり，環境に配慮したりしなが

ら食料生産をしていくことが大

切であることを考えることがで

きるようになってきている。

（思考・判断）

○ 学習問題の予想をもとに，自

分の予想を裏付ける必要な資料

を選ぶことができるようになっ

てきた。また，複数の資料を比

べたり，つないだりして，自分

の考えをまとめることができる

ようになってきている。

（観察・資料活用・表現）

○ 食料生産に従事している人々

が生産を高めるためにいろいろ

な工夫や努力をしていること

や，環境に配慮して生産してい

ることについて理解している。

（知識・理解）

こんな教材で

本単元は，自動車生産に従事している人

々が，消費者の多様なニーズに応え，環境

に配慮しながら，自動車を生産するために

様々な工夫や努力をしていることを調べ，

自動車生産が自分たちの生活を支える重要

な役割を果たしていることについて考える

ことをねらいとしている。

ここでは， 年世界に先駆けてハイブ1997

リッド車の開発に成功し，現在も世界で最

も多くハイブリッド車を生産しているＡ社

を取り上げる。

Ａ社の自動車生産を取り上げることは，

次の点で価値があると考える。

① わが国での自動車生産及び販売にお

いて主位を占めていること

② 他社に先駆けて， 年より本格的1993

1997なハイブリッド車の開発を始め，

年に量産を開始したことやさらにエネ

ルギー負荷の少ないエンジンの開発を

していること

③ ハイブリッドエンジンのための燃料

電池の開発を電機メーカーと共同で開

発していること

④ ハイブリッド車３代目 の販売を開X

始してから販売台数が増え，それに伴

い，生産台数を増加させ，ハイブリッ

ド車専用の新工場を建設する等，ハイ

ブリッド車中心の生産体制をとってい

ること

⑤ 自動車開発だけでなく，生産ライン

においても環境に配慮した生産方式が

とられていること

以上のように， 社の自動車生産は，環A

境に配慮した自動車の開発や生産において

工夫や努力していることを理解させること

ができる。また，工業生産は自分たちの生

活や環境と深いかかわりをもって営まれて

いることについて考えさせることができる

価値ある教材であると考える。



こんな方法で

【つかむ段階】

日本の自動車生産の現状から，学習問題をつ

くるために，次の手立てをとる。

○ 自動車と私たちのくらしのつながりについ

て調べる。

○ 自動車の国内生産台数が減少している中で

Ａ社のハイブリッド車 の生産台数が急増しX

ていることに疑問を持たせ，学習問題をつく

る。

学習問題

なぜ， 社は，ハイブリッド車の生産を増やA

しているのだろう。

次に，学習問題に対する予想を明確にし，追

究の見通しを持たせるために，次の手立てをと

る。

○ Ｃｏ をほとんど出さないハイブリッドエ2

ンジンの特徴とハイブリッド車Ｘの販売台数

から 「環境を守るため 「Ａ社の利益を上げ， 」

るため」のいずれかの予想を持たせる。

【さぐる段階】

こだわりを持って追究活動ができるように，

次の手立てをとる。

○「ハイブリッド車が本当に環境にいいのか」

資料や ページで調べるようにさせる。WEB

○「ハイブリッドの技術をどうやって開発した

のか」や「これからのＡ社に で質問すFAX

るようにする。

【まとめる段階】

学習問題に対する確かな自分の考えを持たせ

るために，次の手立てをとる。

○「社会全体のため， 社が，環境を守るためA

生産を増やした」と考えている児童を代表に

選出する。

○「石油埋蔵量と消費量のグラフ」から石油資

源に限りがあることに気付かせ，これからの

自動車生産について，自分の考えを見直すよ

うにさせる。

こんな子どもへ

○ 自分たちのくらしと自動車の

つながりや自動車産業で働く人

々の生産・開発の工夫や努力に

ついて問題意識を持ち，意欲的

に追究することができる子ども

（関心・意欲・態度）

○ 自動車産業に従事している人

々は，環境や消費者のニーズの

ことを考え，自動車生産・開発

の工夫や努力をしていること

や，自分たちの生活とかかわり

があることについて考えること

ができる子ども

（思考・判断）

○ 自動車生産にかかわる統計資

料や新聞記事などを読み取った

り，インタビューしたりしたこ

とをもとに，自分の考えを友だ

ちに分かりやすく伝えることが

できる子ども

（資料活用・表現）

○ 自動車産業に従事している人

々は，環境や消費者のニーズの

ことを考え，ハイブリッド車等

の自動車を生産したり開発した

りするために工夫や努力をして

いることを理解することができ

る子ども

（知識・理解）



３ 指導計画（１２時間）

段 配 学習活動と支援 支 援

階 時

６ １ わたしたちのくらしと自動車のつながりについ ○ 多くの車が日本で生産されている

④ て話し合う。 こと，日本の保有台数が多いことに

（１）資料から，多くの人が車を持っていること， 気付かせるようにする。

多くの車が生産されていることを知る。

（２）利点と問題点について話し合う。 ○ くらしと自動車のつながりについ

・車の利便性や快適性 て今までの経験をもとに話し合わせ

・危険性や環境汚染 る。

２ 自動車生産の工夫や努力について調べる。 ○ 様々な種類の車があることや価格

（１）わが国の日本の自動車生産の工場の分布につ に差があることに気付かせるように

いて調べる。 する。

「どこでどのようにして作っているのだろう」

つ ２ Ａ自動車九州工場の生産ラインについて調べ ○ ビデオや資料などを活用し，自動（ ） ，

自動車が作られる仕組みを理解する。 車生産の工程をつかませるようにす

（３）ハイブリッド車の特徴や性能について調べ， る。

理解する。 ○ ハイブリッド車の特徴や性能につ

いて調べるようにする。

か ① ３ 自動車の生産台数について調べ，学習問題をつ

くる。

（１）自動車の生産台数，ハイブリッド車の生産台 ○ ２つの資料を提示し，生産台数と

数について調べる。 ハイブリッド車の生産台数の変化の

（２）気付きや疑問について話し合い，学習問題を 違いから，疑問を出し合わせるよう

む つくる。 にする。

学習問題

なぜ，Ａ車は，ハイブリッド車の生産を増や

しているのだろう。

（３）学習問題の予想を考える。

「ハイブリッド車は環境にやさしいから」

「エコ減税で安くなってよく売れるようになった

学習を見通す活動から」

① ４ 予想について話し合い，調べる見通しを持つ。 予想の違いを明らかにするために

（１）代表児童の予想をもとに，予想の根拠を出し ○ 「ハイブリッドは自然環境に

本 合い話し合う。 いいからＡ社が環境のことを考

時 えて増やした」という児童の予

２ 想を提示する。《代表児童の予想》

組 ○ 「ハイブリッドは本当に自然Ａ社は，環境のことを考えて二酸化炭素を出すのが

ッ 環境にいいのか？」という反論少ないハイブリ ド車の生産を増やしていると思う。

や「ハイブリッドはＡ社の利益

（２）予想を見直し，調べる見通しを持つ。 になっているのか？」という意

「ハイブリッド車は，本当に環境にいいのかな。 見に重点を置いた話し合いを行

ハイブリッドの仕組みを調べてみよう」 う。

「 ， ， 」／ ハイブリッド車は なんで 人気があるのかな



３ ４ 計画をもとに調べ学習を行い，学習問題に対す

る自分の考えをまとめる。

さ ② （１）計画をもとに調べ学習を行う。 ○ 何がわかればよいのか，どんな資

○新しい車の技術開発にかかる費用と期間 料がいるのか，予想の根拠となる資

ぐ ○Ａ自動車の人々の思いや願い 料を選ばせるようにする。

○環境や資源問題に対する取り組み

る ○お客様のニーズ

① （２）学習問題の答えを表現物にまとめる。 ○ 自分の考えの根拠となる資料と自

分の考えを表現物にまとめさせるよ

／ うにする。

２ ５ 学習問題の答えを話し合い，自分の考えを見直 ○ 話し合いに参加する構えを作って

① す おくために，代表児童を選び，発表。

本 （１）調べたことをもとに，学習問題の答えについ の準備をさせ，発表内容を全体に知

時 て話し合う。 らせておく。

交流･評価する活動ま １ 《代表児童の考え》

組 自分の考えを確かにするためにＣｏ2を出さないハイブリッド車の生産を増や

○ Ｃｏ を出さないハイブリッすことで温暖化を防止し，環境を守ろうとしたか 2

と ド車の生産を増やすことで自然ら生産台数を増やした。

○ Ｃｏ が増えて，温暖化が進んでいる。そ 環境を守る」という代表児童の2

こで，ハイブリッド車は，Ｃｏ の排出が少ない 予想を提示する。2

め ので，ハイブリッド車を増やして温暖化を防止し ○ 自然環境からの考えに付け加

ようとした。 えを行った後 「Ａ社の利益」，

からの考えを出し，意見を交流→環境に配慮した車づくりを目指す。

る させる中で 「これからの自動，

環境を守る Ａ社の利益を上げる 車社会」について考えることが

石油資源の枯渇 できるような話し合い活動を行

う。

地球環境とエネルギーのことを考えた自動車生 ○ 石油資源枯渇の視点から，これか

産をすることで，長期的に自動車の生産をするこ らの自動車社会について話し合わせ

とができるから るために 「石油埋蔵量と消費量の，

（２）話し合いをもとに，自分の考えを見直す。 グラフ」を見せる。

・ 今日の学習で」に，自分の考えを書く。 ○ Ａ社だけでなく，他社もハイブリ「

① ６ これまでの学習をふり返り，自分の考えをまと ッド車の開発・販売をし始めたこと

める。 を補説し，わが国の自動車産業全体

Ａ社は，温暖化を防止し，環境を守ろうとした が地球環境に配慮した。自動車生産

からＣｏ を出さないハイブリッド車の生産を増 に，シフトしていることを理解する2

やしたと考えていました。でも，それだけではな ようにする。

く，枯渇していく石油資源のことを考え，ガソリ ○ 掲示物や今までの学習プリントか

ンエンジンに代わるものとしてハイブリッドエン ら，学習のまとめを書かせていく。

ジンを開発したことが分かりました。 ○ 環境やエネルギー問題は，車を使

Ａ社は，これからも長く車を作り続けることが う人だけでなく，社会全体の問題で

できるために，ハイブリッド車が社会に必要とさ あり，これからみんなで考えていか

れることを考え，ハイブリッド車の生産を増やし なければならないことに気付かせる

ていることが分かりました。 ようにする。



４ 本時（１１／１２） 交流・評価する活動 ５年 組教室において

５ 本時目標

○ これからの自動車工業は，エネルギー問題に配慮した自動車の開発，生産をしてい

くことが大切だということを考えることができる。

（思考・判断）

６ 本時指導の考え方

本時は，ハイブリッド車の生産をしているＡ社の工夫や努力について話し合い，環

境負荷軽減や購入コスト軽減，社会や消費者のニーズに応えながら，社会全体の環境

や資源問題に配慮して，自動車の生産，開発をする大切さを考えることをねらいとし

ている。

そこで，本時では 「環境を守るため 「Ａ社の利益を上げるため」の２つの考え， 」

について話し合い，社会全体のことを考え，地球環境に配慮した自動車生産をするこ

とがこれからの自動車生産にとって必要不可欠であることに気付かせていきたい。そ

のために，本時指導にあたっては，以下の手立てをとり，学習を進めていく。

手立て（１） 自分の考えを友だちに伝える表現物づくり

○ 右の図のように，３枚の短冊状のカードに，自分の考え 考え

と根拠を記入させる。発言の際には，まず１枚目のカード 温暖化を防止し，環境

を使って，自分の考えを明確に友だちに伝えてから，その を守るため

ような考えになった理由を２～３枚目のカードをもとに説 わけ

明することを指示しておく。 ・Ｃｏ２の排出量を減

らすことができる。

手立て（２） 自分の考えを確かにする話し合い活動 ・環境に配慮した生産

。○ 発言をする際には，発言の冒頭に友だちの考えに対する ラインで生産している

評価を述べるようにさせる。このことにより，自分の考え ・エコ減税など社会の

と友だちの考えの相違点を意識させていく。 バックアップがなされ

○「Ｃｏ２排出削減による温暖化の防止のため」いう考えを ている。

もつ児童を選び，その提案を話し合いの中心に据える。

○「石油資源の埋蔵量と消費量の今後の推移」のグラフを提示し，石油資源が枯渇して

いくことに気付かせる。そして，そのことから自分の考えを見直すようにし 「温，

暖化を防止したり，目先の利益を上げたりするだけでなく，限りある石油資源を有効

に利用するためのハイブリッド車の生産は，これからの自動車産業に必要である」こ

とを考えることができるようにさせる。



７ 本時の展開

学習活動と内容 支援

１ 前時までの学習を想起し，本時のめあてを確かめる。 ○ めあてを意識させる

めあて ために，前時に書いた

なぜ，Ａ社はハイブリッド車の生産を増やしているか話 「今日の学習で」を発

し合い，考えを確かにしよう。 表させる。

学習問題 ○ 代表児童を中心にし

なぜ，Ａ社は，ハイブリッド車の生産を増やしてい た話し合いを展開する

るのだろうか。 ことができるように，

代表児童には前もって

２ 代表児童の考えをもとに学習問題の答えを話し合う。 予想される質問等を伝

（１）代表児童の考えを聞く。 えておく。

《代表児童の考え》

Ａ社が，ハイブリッド車の生産を増やしたのは，ＣＯ２

を出さないハイブリッドエンジンの生産を増やすことで

温暖化を防止して環境を守ろうとしたから生産台数を増

やした。

○ ＣＯ２が原因で，温暖化が進んでいる。そこで，ハ

イブリッド車は，ＣＯ２の排出が少ないので，ハイブ

，リッド車を増やして温暖化を防止しようとした。 ○ 他社もＡ社に続いて

ハイブリッド車の開発→Ａ社は，環境に配慮した車作りを目指している。

に取り組み始めたこと

（２）代表児童の考えをもとに話し合う。 についてもふれる。

○ 石油燃料に依存する

ことの困難さに気付く

ようにさせるために 石「

油資源の埋蔵量と消費

ラフを提示する。

石油資源の枯渇

自動車生産を続けていくためには，エネルギー問題

に対応したハイブリッドの生産は不可欠

３ 学習問題に対する自分の考えをまとめる。

○ 誰の発言が役に立っ

，４ 「今日の学習で」を書き，話し合いをふり返る。 たかふり返るようにし

・ ○○さんの考えで，地球環境のことだけではなくエネ 交流・評価に生かす。

ルギーの問題も大切だと気づきました。

Ａ社は，これからも長く車を作り続けるために，ハイブ
リッド車が社会に必要とされることを考えて，ハイブリッ
ド車の生産を増やしている。

環
境
を
守
る
た
め

Ａ
社
の
利
益
を
上
げ
る
た
め

・深刻な温暖化による世
の中からの要求

・Ａ社全体の自動車生産
に対する考え方

・自動車産業全体にハイ
ブリッドのよさを宣伝

・Ａ社の自動車生産の
半分を支えるハイブリ
ッド車の生産

・ハイブリッドの技術
は企業秘密

・エコ減税で売り上げ
５倍
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４ 本時（６／１２） 学習を見通す活動 ５年 組教室において

５ 本時目標

○ 学習問題の予想について話し合い 「なぜ，Ａ社では，ハイブリッド車の生産を増，

やしているのか」自分の予想を見直し，学習の見通しを持つことができる。

（思考・判断）

６ 本時指導の考え方

， 「 」前時までに 子どもたちは Ａ社のハイブリッド車の生産が増えているのはなぜか

について，自分なりのわけをもとに予想を考えている。本時，１人の代表児童をもと

に，友だちと話し合い，確かな予想を持たせることをねらいとしている。そして，そ

のことをもとに調べる内容を明確にさせ，調べる計画を立てさせる。

手立て（１） 自分の予想を友だちに伝える表現物づくり

○ 既習体験・既習学習をもとに学習問題に対する自分の予想とその根拠をまとめ

た表現物を作成させる。

予想 環境を守るため生産を増やしている

わけ

・Ｃｏ 排出が少ないハイブリッドエンジンの仕組み2

・新聞記事（温暖化防止）

手立て（２） 追究の内容・方法を明らかにする話し合い活動

○「環境のことを考えているから，ハイブリッド車の生産を増やしている」という

予想を立てた代表児童をもとに話し合い活動を行う。代表児童の予想とわけは本

時学習前に知らせておき，わからないことや自分の考えと同じところ違うところ

等を考えさせておく。

○ 代表児童の予想をしっかりしたものにするために，代表児童と同じ予想を持

つ児童に「Ａ社は日本で一番自動車を生産しているのでハイブリッド車の生産

を増やせばＣｏ を減らすことができるから」などの付け足しをさせていく。2

， ， ，○ 代表児童に対して 予想とそのわけについて わからないところの質問をさせ

本当に環境にいいのか ハイブリッド車について意見交換をする そして ○「 」 。 ，「

○さんは～と考えたが，私は□□だと思う 」と自分の予想を見直すようにし，。

はじめの予想がどう変わったか考えさせ，自分の予想を確かなものにさせる。
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７ 本時の展開

学習活動と内容 支 援

１ 前時までの学習を想起し 本時のめあてを確認する ○ めあてをはっきり持たせ， ， 。

めあて るために，自分の予想を書

自分の予想カードをもとに，なぜＡ社はハイブリ いたプリントを確認をさせ

ッド車の生産が増えているのか話し合い，調べる見 る。

通しをもとう。

学習問題

なぜ， 社はハイブリッド車の生産を増やしていA

るのだろうか。

２，学習問題の予想を話し合う。

（１）代表児童の予想を聞く。 ○ 代表児童の予想を中心に

Ａ社は環境のことを考えているからハイブ した話し合い活動を行うた

リッド車の生産を増やしている。 めにプリントを持たせてお

わけは，Ｃｏ が温暖化の原因になってい く。2

るからＣｏ をあまり出さないハイブリッド2

車の生産を増やした。

○ 話し合いが学習問題から

（２）代表児童の予想をもとに話し合う。 それていかないようにする

○ 代表児童の予想に対する 質問や付け加えをする ために，疑問に思ったこと， 。

〈付け加え〉 から質問させていく。

・ハイブリッド車は，電気で動くこともあるので車 ○ 「環境について」考えて

からの排出ガスも少ないので環境にいいと思う。 いる子どもたちで答えるこ

〈質問〉 とができるように座席を近

・どんなことが環境を考えていることになるのか。 くにしておく。

・本当に環境にいいのか。 ○ ハイブリッド車の値段を

○ 自分の予想を出しながら話し合う。 提示し，環境に良かったら

・ぼくは でもどんどん宣伝していて，ハイブリ 高くても売れるのかどうかCM

ッド車が売れているから， 社は生産を増やして 考えさせる。A
いるのだと思う。 ○ 調べることを明確にする

・ハイブリット車は高いのにどうして買う人が増え ために，分からないことは

ているのですか。 板書の中に残していく。

３ 学習問題に対する自分の予想を明らかにする。 ○ 始めの予想がどう変わた

私は○○君と違って 「環境のことを考えているか か考えさせるために，板書，

ら」という予想でした。排出ガスも減っていると○君 や友だちの発表から考える

が教えてくれたので，生産が増えているのは，環境を ことを伝える。

考えているからだと思います。きっと，Ａ社は，会社

全体で環境のことを考えた取り組みをしていると思い ○ 答えることのできなかっ

ます。 たこと，自分の分からない

ことをもとに調べることを

４ 今日の学習をふり返り，学習の見通しをもつ。 プリントに書かせる。

調べること(環境) 調べること(売れる)

・ハイブリッドは本当に ・価格が高い理由は何か

環境にいいのか ・なぜ売れているのか

・Ａ社はハイブリッドで ・消費者は，どのような

どれくらい利益を上げて ニーズなのか

いるのか


